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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和2年6月2日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：児嶋長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから6月2日の原子力規制庁定例ブリ

ーフィングを始めます。 

○児嶋総務課長 報道官の児嶋です。 

  それでは、お手元の広報日程に従いまして、補足説明をいたします。 

  まずは1ページ目の1番、原子力規制委員会についてです。（1）第8回原子力規制委員

会。こちらですけれども、予定では10時30分から12時となっておりましたが、つい先ほ

ど午前中に国会の対応があるかもしれないという情勢になりました。まだ質問が当たる

当たらないは全く分からない状況なのですけれども、この調子でいくと夜中に質問が急

に当たって時間を変えるという可能性も出てまいりましたので、これから詳細は調整中

ですけれども、委員会自体は夕方17時くらいをめどに開始しようと思っております。そ

う申しますのは、その下にありますけれども行政事業レビューが午後に予定が入ってお

りますので、その後をめどに調整中でございます。詳しくはまた改めてメールでお知ら

せいたしますけれども、現時点での速報として申し上げます。 

  議題に関しましてはこの3つです。議題1は、関西電力株式会社美浜発電所3号炉発電用

原子炉設置変更許可申請書に関する審査の結果の案の取りまとめについて（案）―特定

重大事故等対処施設及び所内常設直流電源設備（3系統目）―。こちらは美浜発電所3号

機の設置変更許可に関しまして、特定重大事故等対処施設といわゆる第3電源について

の審査書の案の取りまとめのほか、原子力委員会と経済産業大臣への意見聴取などにつ

いて、委員会に諮るものです。 

  続きまして、議題の2つ目です。国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所

（北地区）の原子炉設置変更許可〔HTTR（高温工学試験研究炉）原子炉施設の変更〕に

ついて（案）。こちらは、日本原子力研究開発機構（JAEA）のHTTRの設置変更許可に関

しまして、3月25日の原子力規制委員会におきまして、審査書の案に対する意見募集の

実施等について了承されましたので、その意見募集等の結果を委員会に報告するととも

に、設置変更の許可についても委員会に諮るものです。 

  議題の3つ目となります。東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所及

び国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所材料試験炉（JMTR）における事

故故障等報告事案3件に係る評価及び今後の対応について。これは昨年発生した法令報
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告事象3件、具体的には福島第一原子力発電所に係るものが2件。もう少し申しますと、

残留熱除去系のポンプの電動弁を手動操作するハンドルの軸が折れた事案。もう一つは、

1、2号機排気筒のドレンサンプピットの水位が低下した事案。1F関係は以上2件です。

これとJMTRの二次冷却系統の冷却塔が強風で倒壊した事案。これら3件の法令報告事象

につきまして、事業者からの報告内容とそれに対する評価につきまして、委員会に報告

をするものです。 

  2番の審査会合等の関係です。 

  先ほど申し上げたとおり明日の規制委員会が夕方になりまして、その関係で、その一

番下にございます6月3日水曜日、まず行政事業レビューに係る公開プロセスも今のとこ

ろ30分早まる方向で調整をしております。ただ、これは14時で開始のままの可能性もご

ざいますので、もし変更した場合には改めて御連絡いたします。 

  その下です。（3）原子力規制委員会記者会見。これも現時点では14時30分で予定して

おりますけれども、委員会を終えた後の19時をめどに開始する方向で今、調整をしてい

るところでございます。後ほどまた決まりましたら御連絡をいたします。 

  1枚おめくりいただいて、2ページ目をお願いいたします。こちらは1番下です。6月8

日月曜日、（7）第42回東海再処理施設安全監視チーム会合。こちらはJAEAの東海再処

理施設の廃止措置計画変更認可に関しまして、高放射性廃液貯蔵場（HAW施設）の安全

対策に関する5月29日の補正申請につきまして概要説明を受けるとともに、ガラス固化

技術開発施設（TVF）の安全対策についても説明を受けるものです。 

  1枚おめくりいただきまして、次は3ページ目に参ります。一番上です。（8）第1回特

定兼用キャスクの設計の型式証明等に係る審査会合。こちらは山形緊急事態対策監の対

応となります。議題ですけれども、特定兼用キャスクの型式証明の申請が、キャスクの

製造業者2社、三菱重工と日立GEニュークリア・エナジー、これら2社からございました。

去る4月22日の原子力規制委員会におきまして、審査体制につきまして了承を受けまし

たので、今回はこれら2社の申請の概要について、それぞれから説明を受けるものです。 

  続きまして、その下です。（9）第353回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査

会合。議題は3つございます。一番上ですが、これはリサイクル燃料貯蔵株式会社リサ

イクル燃料備蓄センター、RFSの事業変更許可に関しまして、4月20日の会合以降の作業

の進捗状況について説明を受けるものです。 

  議題の2つ目です。こちらはJAEAの高温工学試験研究炉（HTTR）の設計工事計画認可に

関しまして、過去4回行われている工事計画認可の分割申請について、それぞれの概要

説明を受けるものです。 

  最後です。議題の3つ目は、JAEAの試験研究用等原子炉（JRR-3）の設計工事計画認可

に関しまして、Beyond DBAについての5月12日の会合のコメント回答を受けるものです。 

  私からは以上となります。 
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＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属とお名前をおっ

しゃってから質問のほうをお願いいたします。 

  質問のある方は手を挙げてください。 

  御質問ございますでしょうか。よろしいですか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。 

  お疲れさまでした。 

 

－了－ 


